















工 A子，~ 博 士
弟 4 1 1 8 ?E玉コ
昭和 52 年 12 月 24 日








第 1 章緒論においては鉄道車両の軽量化の経緯，構体の軽合金化と構体各部に用いられる AP 合金
の種類， AP合金のスポット溶接の問題点、など，本研究の背景について述べている。





















A 7 NOl 材を主とした軽合金車両構体のスポット溶接技術の確立を目的として行なった研究の諸成
果をとりまとめたものである。
すなわち，アルミニウム合金のスポット溶接部品質を確保するためにはワイヤブラシングによる表
面処理法の有効なことを見いだすとともに，溶接条件を構成する諸因子の溶接品質に及ぼす影響につ
いて系統的に調査し，これが数式化にも成功している。また，車両構造からみた打点法と打点位置に
ついて検討を行ない，溶接ピッチ，ふち距離などの最小値を明確にしている。さらに，アルミニウム
合金A7NOl 材スポット溶接部の時効回復現象がアーク溶接部のそれと異なり， 回復速度がきわめ
て遅いことを見出すとともに，これが原因が追求し，論考を行なっている。ついで，これらの成果を
基に，車両構体のスポット溶接施工を規制している日本国有鉄道規格「車両用点溶接作業標準一一ア
ルミニウムおよびアルミニウム合金」に検討を加え，ナゲット形状，引張せん断荷重とその均ーさな
どの是非を論じて著者による改訂案を提示し，これを軽合金製新幹線試作電車構体のスポット溶接施
工に適用して，その実用効果を立証している。
以上のように，本論文は，車両用強力アルミニウム合金スポット溶接施工上重要な知見を与えるとと
ともに，これを試作電車に適用した成果を示しており，工業上寄与するところが大きし」よって，本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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